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第 5 回　国際交流企画【行ってみたい外国のこと 
聞いてみよう外国のこと　ペルー編】】
　南米ペルーについて紹介します♪生活や文化を楽しくお話
しましょう！当日はスペイン語通訳者がおりますので、安心
してご参加ください。
　■日時：12 月 22 日（水）18：00 ～ 19：30
　■場所：多目的ホール
　■参加費：無料　　　■定員：40 名
　■申込締切：12 月 19 日（日）

第 5 回　運動教室
　しっかり動いて�おなかを空かせて�しっかり食べる�これが
健康のもと！
　これからも健康でいるための運動教室です。
　■日時：12 月 15 日（水） 
　■講師：KING8 佐藤陸さん　
　■参加費：500 円
　　　　　　動きやすい服装と運動靴でお集まりください。
　■申込締切：12 月 13 日（月）
　【椅子にすわって楽々全身トレーニング】
　　　13：30 ～ 14：30
　【ダイエットに必須！オススメの脚トレーニング】
　　　19：00 ～ 20：00

第1回　ものづくり講習会
　岩手県立陸中海岸青少年の家やまびこキャラバン「キャン
ドルづくり」　子どもでも大人でも簡単に作れます♪
　■日時：12 月 19 日（日）10：00 ～ 11：30
　■参加費：400 円
　■定員：30 名
　■申込締切：12 月 15 日（水）

おしゃっち公式ライン、お電話、窓口にて参加申し込みを承
ります！

おしゃっちのご予約はネットから便利！�
ご自身で、予約、変更、キャンセルができます。
※初回だけ簡単なアカウント登録が必要です。
   https://www.oshacchi.com/

おしゃっちの公式ライン
イベント情報や、イベント参
加者様へのご案内を配信しま
す♪ 追加お願いします！

おしゃっちのイロイロ
日々更新中
フォローお願いします！

おしゃっちカルチャー教室おしゃっち

event

フリーマーケット【おしゃマル】 ＆
e-Sports 体験会

おしゃっち

event

今年最後のおしゃマルと e-Sports 体験会を行います！
詳細は折り込みのチラシをご確認ください。

企画展　HYUGGE（ヒュッゲ）図書館

event

開催中～12月15日水
　ヒュッゲという言葉は、デンマーク語で「居心地がい
い空間」や「楽しい時間」のことを指します。
　夜長のプロ北欧のほっこりする時間の過ごし方につ
いてオススメの本を展示します。

【場所】３階ミーティングルーム
【協力】大槌町図書ボランティア このゆびとまれ

読み聞かせ会

12 月11 日土  11：00 ～

図書館

event

問 図書館  ℡0193-42-7226

毎週火曜日、第３木曜日（12/16）休館日のご案内

問 大槌町文化交流センター　℡ 0193-27-5181

OTSUCHI NEWS

年末年始の休館日について
12 月28日（火）〜１月４日（火）まで年末年始休館日です。

年明けは１月５日（水）から開館します。

ボランティア【すけっと隊】

12 月のすけっと隊はお休みします。
来年も引き続きよろしくお願いします。

おしゃっち

event

すけっと隊
募集中

2021 年も大変お世話になりました！！
2022 年もどうぞよろしくお願いいたします。

12 月19 日日 

人のつながりの中で見守りを ～明治安田生命と協定を締結～11月11日

　11 月 11 日（木）、町は明治安田生命相互保険会社と、事業所などと連携したネッ
トワークにより高齢者を見守る事業「おおつち愛あいネット」に関する協定を締結
しました。明治安田生命様は、人々の健康づくりと豊かなまちづくりをともに掲げ、
地域社会につながりを提供する「地元の元気プロジェクト」などに取り組んでいま
す。締結式に出席した横山幸司盛岡支社長（写真右から 3 番目）は「当社では人と
のつながりを大切に活動している。大槌町と私たちの取り組みが相互に連携し、日々
の活動の中での目配り、気配りを通して、高齢者の見守りにつながるよう尽力して
いきたい」と連携事業への期待を語りました。

大槌町津波防災訓練   各地で住民が避難11月6日

　11月6日（土）、大槌町津波防災訓練が行われました。午前8時に地震が発生、
大津波警報の発令を想定し、町内各地区において、最寄りの避難所への避難訓
練が行われたほか、吉里吉里学園では、児童生徒と地域住民による避難所運営
の訓練が実施されました。
　参加者の皆さんは「着くまで〇〇分もかかった」「結構体力を使うね」など、
予想していた避難との違いなどを口々に話していました。自治会で訓練参加を
周知した沢山町内会の三浦文雄会長は「まず第一に逃げることを優先してほし
い」と呼びかけ、「参加者が増えたし、子どもの参加も見られた。学校と協力
するなどして、さらに参加を呼びかけ、訓練していくようにしたい」と評価と
課題を話しました。
※吉里吉里学園での訓練の様子は13ページをご覧ください

大槌町地域おこし協力隊   新たに２名を委嘱11月5日

　町は、地域おこし協力隊に新たに２名を委嘱しました。11 月 5 日（金）、おしゃっ
ちにて、町長から新隊員となる三浦絵理子さん（釜石市出身）と伊藤将太さん（北
上市出身）にそれぞれ委嘱状が手渡されました。
　東京のテレビ局や広告会社で営業や企画の業務経験を持ち、町観光交流協会で
ふるさと納税を担当する三浦さんは「地元の近くで懐かしさを感じる。大槌の皆さ
んと仕事が出来る事にワクワクしている」と期待を述べました。（一社）おらが大
槌夢広場で移住定住の支援に取り組む伊藤さんは「コンサルティング会社での企画
営業の仕事で地域振興に携わった経験を活かしたい」と意気込みを語りました。

コロナに負けるな   復活まつりに5,000人11月13日

　11 月 13 日（土）、産業まつりと郷土芸能などの魅力を合わせた
「おおつちまるごと復活まつり」が開催されました。会場では、約
30 団体の出店販売のほか、メカジキの解体ショーやせり体験（写
真右上）、動物とのふれあいコーナー、ひっつみのお振る舞いなど
の企画が催され、県内からおよそ 5,000 人が来場し賑わいを見せ
ました。中でも、13 団体が出演し休みなく行われた郷土芸能のス
テージは、多くの観衆で盛り上がり、中止となった大槌まつりの代
わりと言わんばかりの大きな掛け声が秋空に響き渡りました。町外
から訪れた男性は「こんなに人が集まっているのを見るのは久しぶ
り。大槌の人はパワーがありますね。美味しいものと元気を分けて
もらって帰ります」とイベントを楽しんでいました。

沢山町内会の避難訓練の様子
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